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　 　理念

　 　行動指針

２．環　境　方　針１．学長メッセージ１．学長メッセージ
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　 　理念理念

　 　行動指針行動指針

２．環　境　方　針２．環　境　方　針１．学長メッセージ
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常三島地区

蔵本地区

新蔵地区

昭和２４年　５月　国立学校設置法により、徳島師範学校、徳島青年師範学校、徳島

医科大学、徳島医学専門学校、徳島高等学校及び徳島工業専門学

校を包括して、学芸学部［昭和41年改称、平成2年3月廃止］、医

学部及び工学部の３学部からなる徳島大学を設置

　　　　　　　　　徳島医科大学附属病院は徳島大学医学部附属病院と改称

昭和２５年　３月　学芸学部に通信教育部を設置［昭和34年3月廃止］

昭和２６年　４月　薬学部を設置

昭和２７年　５月　附属図書館を設置

昭和２９年　４月　工業短期大学部を併設［昭和8年3月廃止］

昭和３０年　７月　大学院医学研究科を設置

昭和３９年　４月　大学院工学研究科を設置

昭和４０年　４月　教養部を設置［平成5年3月廃止］、大学院薬学研究科を設置

昭和４１年　４月　学芸学部を教育学部に改称　

昭和４４年　４月　大学院栄養学研究科を設置

昭和４６年　４月　大学院栄養学研究科に博士課程を設置

昭和５１年１０月　歯学部を設置

昭和５４年　４月　歯学部附属病院を設置

昭和５８年　４月　大学院歯学研究科を設置

昭和６１年　４月　教育学部を改組し、総合科学部を設置

昭和６２年　４月　大学院薬学研究科に博士課程を設置

昭和６２年１０月　医療技術短期大学部を併設［平成17年3月廃止］

平成　３年　４月　大学院工学研究科に博士課程を設置

平成　５年１０月　工学部に夜間主コースを設置

平成　６年　４月　大学院人間・自然環境研究科修士課程を設置

平成１３年１０月　医学部に保健学科を設置

平成１５年　４月　医学研究科に修士課程を設置

平成１５年１０月　医学部附属病院と歯学部附属病院を統合し、医学部・歯学部附属

病院を設置

平成１６年　４月　国立大学法人徳島大学設立

　　　　　　　　　大学院医学研究科、歯学研究科、栄養学研究科及び薬学研究科が

統合再編され、大学院医科学教育部、口腔科学教育部、薬科学教

育部、栄養生命科学教育部及びヘルスバイオサイエンス研究部を

設置

平成１８年　４月　学校教育法改正により、薬学部に６年制課程を設置

　　　　　　　　　大学院に保健学科教育部、先端技術科学教育部及びソシオテクノ

サイエンス研究部を設置、助産学専攻科を設置

平成１９年　４月　歯学部口腔保健学科を設置、疾患酵素学研究センターを設置(分子

酵素学研究センターの転換)

平成２０年　４月　大学院保健科学教育部博士後期課程を設置

　　　　　　　　　疾患ゲノム研究センターを設置(ゲノム機能研究センターの転換）

平成２１年　４月　総合科学部を人間文化、社会創生、総合理数の３学科に改組

　　　　　　　　　大学院総合科学教育部を設置

（１）沿革（１）沿革

（３）職員・学生数

３．大　学　概　要３．大　学　概　要
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教育研究評議会

部局長会議

経営協議会

学長選考会議

監　　事

学長補佐

学部事務

学部事務

学部事務

事 務附属図書館

保健管理センター

事務局

機 　 構

監 査 室

学内共同教育研究施設等

専 攻 科

大 学 院

学 　 部

総合科学部
医学部
　　　医学部･歯学部附属病院
歯学部
薬学部
工学部

総合科学教育部
医科学教育部
口腔科学教育部
薬科学教育部
　　　附属医薬創製教育研究センター
栄養生命科学教育部
保健科学教育部
先端技術科学教育部
ソシオ･アーツ･アンド･サイエンス研究部
ヘルスバイオサイエンス研究部　　
ソシオテクノサイエンス研究部

大学開放実践センター
疾患酵素学研究センター
高度情報化基盤センター
疾患ゲノム研究センター
アイソトープ総合センター
国際センター
全学共通教育センター
評価情報分析センター
ストレス栄養科学教育研究センター
埋蔵文化財調査室

助産学専攻科

教育実践推進機構
研究連携推進機構
社会連携推進機構
情報化推進機構

役 員 会
学 長
理事(副学長)

学　　　長
理　　　事
監　　　事
病　院　長
教 　 授
准 教 授
講 　 師
助 　 教
助 　 手
寄附講座教員
受託講座教員

施設技術職員
教室技術職員
医療技術職員
看 護 職 員
技 能 職 員

教育職員

職　名　等

技術職員

合　　　計

事務職員

総 合 科 学 部
医 　 学 　 部
歯 　 学 　 部
薬 　 学 　 部
工 　 学 　 部

０ ２０

学　　　部
４３６
６１８
１７９
１９２

２,４９５
３,９２０

男
６８６
７２５
１５８
１４３
３５７

２,０６９

女
１,１２２
１,３４３
３３７
３３５

２,８５２
５,９８９

合　計

合　　　計

修士課程(博士前期課程）
博士課程(博士後期課程）

８３１
４４１

１,２７２

男
２６９
２１０
４７９

女
１,１００
６５１

１,７５１

合　計

合　　　計

( )は有期雇用職員で概数

助 産 学 専 攻 科
男 女

２０

合　計

男

１
５

１(1)
１

２４９
１７８
８５
２０４

１
６
３

１８８
２０
５０
５８
１６
１１

１,０７７(1)

女

―　
０
０
０

１８
２２
１８
８２
０
０
１

９９
１

４０
４３
５２２

１
８４７

合　計

１
５

１(1)
１

２６７
２００
１０３
２８６
１
６
４

２８７
２１
９０
１０１
５３８
１２

１,９２４(1)

職員数

学部学生

大学院生

専攻科

(単位：人)

（１）沿革

（平成21年5月1日現在）（３）職員・学生数（３）職員・学生数

３．大　学　概　要
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総合科学部は、現代社会の多様化や複雑さに対応できる幅広い基
礎知識と教養を身につけ、既存の専門分野にとらわれず、複数の分
野を見通せる広い視野を持った人材の養成を目指しています。

医学を実践する医師としての使命感を培い、地域医療へ貢献する
と共に、新たな知識を創造し、自ら世界に情報を発信できる国際性
豊かな人材の育成を目指しています。

歯科領域にとどまらない広い知識と最新の治療技術を身につける
と共に、歯科医師として必要な倫理を備えた、魅力ある人間性をも
った歯科医師の養成を目指しています。

（４）学部の紹介（４）学部の紹介
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生命科学を基盤とする薬学を通して、薬の専門家としての知的・技術
的基盤、医療に関わる使命感と倫理観をもち、人類の福祉と健康に貢献
する人材の養成を目指しています。

技術とその進歩が人類と社会に及ぼす影響について強い責任感
を持ち、社会の変化に柔軟に対応できる探求力、問題解決力、想
像力をもつ技術者の養成を目指しています。

生命の尊重と個人尊厳の保持を基調とし、先端的で生きる力をはぐくむ医療を実践し、地域医療及び社会
への貢献をめざしています。また、高い倫理観を備えた医療人、人間愛に溢れた医療人の養成を目指してい
ます。

（４）学部の紹介
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環境に関連する教育・学習機会を維持し、増
加させる。

環境に関連する研究を維持し、増加させる。

前年度比で２％の削減を目標とする。

前年度比で１％の削減を目標とする。

前年度比で１％の削減を目標とする。

毎月第２・第４金曜日をノーカーデーとする
運動に取り組む。

用紙類の使用量を前年度比１％削減する。

廃棄物の分別を徹底し、リサイクルの促進を
図る。

徳島大学グリーン調達方針に基づく調達を行
う。

各種法規制を遵守し適正な管理に努める。

有機廃液、無機廃液及び写真廃液を適正に処
理する。

樹木の植栽と維持管理に努める。

放置自転車の撤去を進めるとともに、ｷｬﾝﾊﾟｽ内と周辺地域
への違法駐輪の削減のため、ｷｬﾝﾊﾟｽ内の自転車及び交通の
在り方を検討する。

喫煙場所を明確化し、喫煙場所以外を禁煙とする。

学部・大学院における環境教育・学習の一層
の推進を図る。

大学における環境関係の研究を充実する。

用紙類の使用量を６年間で６％削減する。

廃棄物の分別を徹底し、廃棄物の発生抑制、リ
サイクルの促進を図る。
環境配慮型製品を優先的に購入する「グリー
ン購入」を促進する。

化学物質の適正な管理を進める。

廃液の発生抑制を促進し、適正に処理する。

キャンパス内の緑を適正に管理し、緑化の推進
を図る。
放置自転車を削減し、効果的自転車管理に努
める。

分煙環境の整備と施設利用者への周知徹底に
より受動喫煙の防止に努める。

削減行動計画
に基づき、 排
出量を２００４年度
と比較して６年間で
１０％削減する。

環境教育・研究

　 　削   減

用 紙 類 の 使 用

前年度比で２％の削減を目標とする。水の使用量水 資 源 の 使 用

一般廃棄物の排出

製 品 の 購 入

化学物質の使用

廃 液 処 理

キャンパス緑化

放置自転車の存在

喫 煙

キャンパス内、地域周辺の清掃活動への推進を
図る。

地域社会と連携して、情報発信を活発に行う。

学生による自主的な環境活動の促進を図る。

地域社会との連携及び情報発信に努める。地 域 社 会

電 気 の 使 用 量

ガ ス の 使 用 量

重 油 の 使 用 量

ノーカーデーの取り組み

環 境 側 面 環 境 目 的 ２ ０ ０ ８ 年 度 環 境 目 標

学生の自主的活動

（１）環境側面に関わる取り組み（１）環境側面に関わる取り組み

（２）学生の自主的な活動及び地域社会との連携に関わる取り組み（２）学生の自主的な活動及び地域社会との連携に関わる取り組み

４．環境保全活動計画の目的・目標４．環境保全活動計画の目的・目標
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30～3425講座開催
延べ1752名受講

27講座開催

-1.7％

-7.4％

-21.8％

実施

-3.0％

-0.5％

-8.0％

実施

実施

実施

実施

実施

実施

31～34

12

13

13

17

14

15

24

29

28

23

 -

 -

 -

39

43

産官学の共同研究など環境関連研究の実施に努めました。

環境関連講座を開催し、継続的に環境教育の充実に努めました。

研　究

教　育

個別空調化を推し進めると共に、使用時間、設定温度を守るように努めました。

使用時間を守るように努めました。

毎月第２、第４金曜日前日に学内ホームページの掲示板により呼びかけ啓発に努めました。

全学において紙類を削減するよう努めました。

一般廃棄物の発生抑制に取り組み抑制ができました。

１７分野中、紙類、文具類、オフィス家具等、家電製品、照明、制服・作業服、作業手袋、その
他繊維製品が１００％に達していませんでしたが、その他については１００％達成しています。

法の遵守については、適正に管理に努めました。

見回りを行い敷地外にはみ出している枝等を伐採しました。

各地区の学部では、放置自転車の対策として年２回整理を行い環境美化に努めました。

蔵本地区ではキャンパス内を禁煙とし、他の地区では喫煙場所を定め環境整備に努めました。

年2～3回キャンパスの清掃活動を行うと共に、吉野川の河川敷の清掃活動に参加して
います。
様々な分野において地域社会と連携し、講師派遣や社会活動に積極的に情報発信し
ました。

有機廃液は年間１２回、無機廃液は年間2回にそれぞれ分けて外部委託により適正に処理
しました。その他の廃液も外部委託により適正に処理しました。

節水コマや自動水洗、小便器の人感センサー制御方式の導入などによる節水に努めました。

２ ０ ０ ８ 年 度 取 り 組 み 状 況 実　績 評　価 参照頁

評価の区分：　　　目標達成　　　　　継続中

実施

実施

（１）環境側面に関わる取り組み

（２）学生の自主的な活動及び地域社会との連携に関わる取り組み

４．環境保全活動計画の目的・目標
本学では、２００５年９月２日に徳島大学環境保全活動計画を策定し、目的・目標に向けて全学的に取り組み、
必要な改善を行い環境負荷の低減に努めています。
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エネルギー使用量　電力　　　44,454千ｋＷｈ
　　　　　　　　　ガス　　　 9,832千ｍ3
　　　　　　　　　重油　　　　 305ｋ
　　　　　　　　　ガソリン     8.2ｋ
物質使用量　　　　用紙類       130ｔ
水資源使用量　　　上水　　　   223千ｍ3
　　　　　　　　　井水　　  　 359千ｍ3

エネルギー使用量　　電力　　　　　　　　　　10,532千ｋＷｈ
　　　　　　　　　　ガス　　　 　　　　　　　  694千ｍ3
　　　　　　　　　　重油     　　　　　　　     48ｋ
　　　　　　　　　　ガソリン  　　　　　　　   2.4ｋ
物質使用量　　　　　用紙類    　　　　　　　    45ｔ
水資源使用量　　　　上水　　　　　　　　　　　 107千ｍ3

エネルギー使用量　　電力　　　 　　　　　　　  447千ｋＷｈ
　　　　　　　　　　ガス　　　　　　　　   　　 68千ｍ3
                    ガソリン  　　　　　　　  5.24ｋ
物質使用量　　　　　用紙類       　　　　　　　 11ｔ
水資源使用量　　　　上水　　　　　　　　　　　   3千ｍ3

事務局
地域・国際交流プラザ
建物延面積（7,613m2）

エネルギー使用量　　電力　　　　　   　　　　　173千ｋＷｈ
水資源使用量　　　　上水　　　   　　　　　　　  2千ｍ3岡崎･瀬戸･中常三島･北常三島・

国府･城南･北島･櫛木地区
建物延面積（6,141m2）

エネルギー使用量　　電力　　　　　　　　　　33,302千kWh
　　　　　　　　　　ガス　　　　　　　　　　 9,070千ｍ3
　　　　　　　　　　重油     　　　　　　　    257ｋ
　　　　　　　　　　ガソリン  　　　　　　　  0.54ｋ
物質使用量　　　　　用紙類     　　　　　　　   74ｔ  
水資源使用量　　　　上水　　　 　　　　　　　　111千ｍ3
　　　　　　　　　　井水　　　　　　　　　　 　359千ｍ3　　

蔵 本 地 区

常 三 島 地 区

新 蔵 地 区

そ の 他 地 区

医学部・歯学部・薬学部・附属
病院・各センター・附属図書館
など
建物延面積（173,006m2）

総合科学部・工学部・全学共通
教育・各連携推進機構・高度情
報化基盤・学務部・附属図書館
など
建物延面積（103,386m2）

建物延面積（290,146m2）

５．マテリアルバランス５．マテリアルバランス
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温室効果ガス   　 27,640ｔ-ＣＯ2
有機廃液 　         29.8ｋ
無機廃液 　          3.9ｋ
写真廃液　           1.2ｋ
一般廃棄物         1,284ｔ
産業廃棄物           332ｔ
下水道         　    540千ｍ3
硫黄酸化物           3.6ｔ
窒素酸化物          10.8ｔ
温室効果ガス    　　　　　　　  22,397ｔ-ＣＯ2
有機廃液　    　　　　　　　      18.1ｋ
無機廃液　    　　　　　　　       0.5ｋ
写真廃液　     　　　　　　　      1.2ｋ
一般廃棄物    　　　　　　　     1,088ｔ
産業廃棄物    　　　　　　　       324ｔ
下水道        　　　　　　　       428千ｍ3
硫黄酸化物     　　　　　　　      2.5ｔ
窒素酸化物       　　　　　　　   10.6ｔ

温室効果ガス    　　　　　　　   4,925ｔ-ＣＯ2
有機廃液　    　　　　　　　      11.7ｋ
無機廃液　      　　　　　　　     3.4ｋ
写真廃液　   　　　　　　　          0ｋ
一般廃棄物   　　　　　　　        178ｔ
産業廃棄物 　　　　　　　            8ｔ
下水道        　　　　　　　       107千ｍ3
硫黄酸化物      　　　　　　　     1.1ｔ
窒素酸化物       　　　　　　　    0.2ｔ

温室効果ガス    　　　　　　　     250ｔ-ＣＯ2
一般廃棄物      　　　　　　　      18ｔ
下水道          　　　　　　　       3千ｍ3

温室効果ガス    　　　　　　　      68ｔ-ＣＯ2
下水道           　　　　　　　      2千ｍ3

４月～２００９年３月の累計）

常 三 島 地 区

新 蔵 地 区

そ の 他 地 区

蔵 本 地 区

５．マテリアルバランス
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0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000
その他地区

新蔵地区

常三島地区

蔵本地区

H20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16

蔵本地区

常三島地区

新蔵地区

その他地区

　 地 区 　
蔵 本 地 区
常 三 島 地 区
新 蔵 地 区
そ の 他 地 区
　 計 　

33,090
11,792
340
198

45,420

33,722
12,091
349
198

46,360

33,807
11,008
433
183

45,431

33,731 
10,871
450
177

45,229

33,302
10,532
447
173

44,454

Ｈ16　　　Ｈ17　　　　Ｈ18　　　 Ｈ19        Ｈ20

(年度)

電
力
量
（
千
ｋ
Ｗ
ｈ
）

(単位：千ｋＷh)

33,090

計 45,420千kWh 計 46,360千kWh 計 45,431千kWh 計 45,229千kWh 計 44,454千kWh 

11,792

340
198

33,722

12,091

349
198

33,807

11,008

433
183

33,302

10,532

33,731

10,871

450
177

447

173

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000
重油

ガス

電力

H20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16

　 　
電 　 力
ガ 　 ス
重 　 油
　 計 　

162,796
211,083
18,025
391,904

166,896 
219,505
20,801
407,202

163,552
200,853
16,266
380,671

163,512
200,137
15,249
378,898

160,034
185,235
11,926
357,195

Ｈ16　　　Ｈ17　　　 Ｈ18　　　　Ｈ19　　　　Ｈ20
(単位：ＧＪ)

熱
量
（
Ｇ
Ｊ
）

電力

ガス

重油

発熱量換算係数

電力　　　　 ：0.0036GJ/kWh

ガス(5B)     ：0.01884GJ/m3

重油(A)　　  ：0.0391GJ/

162,796

211,083

18,025

計 391,094GJ

166,896

219,505

20,801

計 407,202GJ

163,552

200,853

16,266

計 380,671GJ

160,034

185,235

163,512

200,137

11,926

計 357,195GJ

15,249

計 378,898GJ

都市ガスの種類を全て５Ｂガスに換算した数値です。
5

10

15

20

25

30 H20

H19

H18

H17

H16

321121110987654

気
温
（
℃
）

（月）

徳島市の過去５年間の

平均気温の変化表

本学で教育・研究に使用された総エネルギー使用量は、電力、都市ガス、重油を地区毎に算出し、そ
の合計を総エネルギーとしました。
平成２０年度の総エネルギー使用量は３５７,１９５ＧＪ、これは昨年度より約５.７％の削減となっ
ています。特に重油使用量は約２１.８％が削減されました。これは、自家発電設備の稼働時間の縮小及
び冬季暖房施設の面積の縮小によるものです。

平成２０年度の電力使用量は４４,４５４千ｋＷｈ、これは昨年度と比較して微量ではありますが約１.７
％の削減となっています。
削減の要因は、省エネ活動の啓発、また改修工事において省エネ機器に更新したことによるものです。

（１）総エネルギー使用量（１）総エネルギー使用量

（２）電力量（２）電力量

（３）ガス量

（４）重油量

６．総エネルギー使用量とその低減対策６．総エネルギー使用量とその低減対策
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(年度)

(単位：ｋ )

　 地 区 　
蔵 本 地 区
常 三 島 地 区
　 計 　

330
131
461

399
133
532

303 
113 
416

312 
78 
390

257
48
305

Ｈ16　　　Ｈ17　　　  Ｈ18　　　　Ｈ19　　　  Ｈ20

0

100

200

300

400

500

600
常三島地区

蔵本地区

H20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16

蔵本地区

常三島地区

重
油
量
（
ｋ
 ）

330

131

計 461k

399

133

計 532k

303

113

計 416k

312

78

計 390k

257

48

計 305k

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000
新蔵地区

常三島地区

蔵本地区

H20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16

蔵本地区

常三島地区

新蔵地区

　 地 区 　
蔵 本 地 区
常 三 島 地 区
新 蔵 地 区
　 計 　

10,365
768
71

11,204

10,778
815
58

11,651

9,946
655
60

10,661

9,843 
710 
70 

10,623

9,070
694
68

9,832

Ｈ16　　　Ｈ17　　　  Ｈ18　　　　Ｈ19　　　  Ｈ20

(年度)

(単位：千ｍ3)

ガ
ス
量
（
千
ｍ
3 ）

都市ガスの種類を全て５Ｂガスに換算した数値です。

10,365

768

71

計 11,204千ｍ3

10,778

815

58

計 11,651千ｍ3

9,946

655

694

60

計 10,661千ｍ3 計 9,832千ｍ3

9,070

68

710

9,843

70

計 10,623千ｍ3

平成２０年度のガス使用量は９,８３２千ｍ3、これは昨年度と比較して約７.４％の削減となっています。
削減の要因は、省エネ活動の啓発、また改修工事において省エネ機器に更新したことによるものです。

本学の重油の使用は、蔵本地区の自家発電機燃料と常三島地区の暖房用ボイラー燃料に使用していま
すが、他の地区では使用していません。
平成２０年度の重油使用量は３０５ｋ 、これは昨年度と比較して約２１.８％の削減となり２００８
年度目標を達成しています。
削減の要因は、常三島地区における冬季暖房する施設面積を減らしたことです。

（１）総エネルギー使用量

（２）電力量

（３）ガス量（３）ガス量

（４）重油量（４）重油量

６．総エネルギー使用量とその低減対策
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0
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新蔵地区

常三島地区

蔵本地区

H20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16

蔵本地区

常三島地区

新蔵地区

　 地 区 　
蔵 本 地 区
常 三 島 地 区
新 蔵 地 区
　 計 　

77 
58 
16 
151

84 
56 
13 
153

77 
55 
17 
149

76 
46 
12 
134

74
45
11
130

Ｈ16　　　 Ｈ17　　　  Ｈ18　　　 Ｈ19        Ｈ20

(年度)

(単位：ｔ)

用
紙
投
入
量
（
ｔ
）

77

58

16

計 151t

84

56

13

計 153t

77

55

17

計 149t

74

45

11

計 130t

76

46

12

計 134t

本学の物質投入量については、用紙類が大半を占めていることから用紙使用量を削減し、再使用・再
利用を推進することによって環境負荷を抑制することを図っています。
平成２０年度の用紙類使用量は１３０t、これは昨年度と比較して約３.０％の削減となり２００８年
度目標を達成しています。
学内におけるコピー用紙の両面使用やペーパーレス化等の啓発活動により、用紙使用量等を削減する
ことができました。

　　　本学での用紙は８種類に分類しています。
　　　　（１)コピー用紙　　　　　　　　　　　　　　　　（５)印刷用紙(カラー用紙を除く)
　　　　（２)フォーム用紙　　　　　　　　　　　　　　　（６)印刷用紙(カラー用紙)
　　　　（３)インクジェットカラープリンター用塗工紙　　（７)トイレットペーパー
　　　　（４)ジアゾ感光紙　　　　　　　　　　　　　　　（８)ティッシュペーパー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  Topic  of  The  University  of  Tokushima

棚田保全に関する共同研究棚田保全に関する共同研究

中山間地域活性化支援事業の一環として、徳島県上勝町樫原地区の
棚田景観の保全事業調査を行いました(平成１８年～平成１９年)。
また、平成２０年には、これらの調査データに基づき、地域の方々
の協力を得て、樫原地区の歴史解説、棚田景観の写真、歴史的絵図、
景観散策マップを掲載した端原紹介パンフレット
｢樫原の棚田村へ ようこそ｣を作成し、現地見学
者に見ていただけるよう水車小屋や展望台に設置
しました。

（１）総物質投入量（１）総物質投入量 （１）水資源投入量

８．水資源投入量とその低減対策７．総物質投入量とその低減対策７．総物質投入量とその低減対策
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本学の水資源については、平成２０年度は蔵本地区、常三島地区、新蔵地区及びその他地区と４地区
を調査して公表しています。なお、蔵本地区は上水道(病院地区）と井水を併用していますが、他の地
区は全て上水道を使用しています。
平成２０年度の上水道使用量は２２３千ｍ3、これは昨年度と比較して約０.５％の増加となり、井水

使用量は３５９千ｍ3で約８.９％の削減となっています。
削減の要因は、建物改修に伴い洗面器及び小便器等の人感センサー制御方式の導入により全体で約５.５％
の削減となりました。

棚田保全に関する共同研究

上水道使用量

井水使用量

（１）総物質投入量 （１）水資源投入量（１）水資源投入量

８．水資源投入量とその低減対策８．水資源投入量とその低減対策７．総物質投入量とその低減対策
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２００７年版環境報告書では主要３地区における平成１６年度から平成１９年度までの温室効果ガス排出
量を掲載していましたが、２００８年版環境報告書よりその他地区も含めて掲載しています。
２００９年版環境報告書における温室効果ガス排出量の換算係数は、環境省平成２０年４月温室効果ガス

排出量算定における排出係数により算出しています。

 　　温室効果ガス排出のエネルギー源の種類
  　　　　（１）　電力
  　　　　（２）　ガス
  　　　　（３）　液体燃料（ガソリン・重油） 

  Topic  of  The  University  of  Tokushima

（１）温室効果ガスの排出量（１）温室効果ガスの排出量 （２）温室効果ガスの低減対策

９．温室効果ガスの排出量とその低減対策９．温室効果ガスの排出量とその低減対策
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ＩＰＣＣの第４次報告書(平成１９年)では、近年の気温上昇の原因は高い確率で
人間の活動から出る温室効果ガスによるものとされ、日本では、京都議定書に基づ
く温室効果ガス削減目標の達成に向けた取り組みが進められています。
本学でも、地球温暖化の防止と持続可能な社会の構築に貢献するため、平成１７年に
策定した「 削減行動計画」に基づく具体的な取り組みを積極的に行っていま
す。
※平成２０年度の目標と具体的な取り組みは「環境保全活動計画の目的・目標のページ(Ｐ.

８～Ｐ.９)」に示します。

平成２２年度までに、エネルギー使用量等を平成１６年度使用量に対し１０％削減することを目標とします。

　電気使用量
節電、冷暖房調整等により平成１６年度比で１２％削減を目指します。

・電灯、ＰＣ等の消灯
・冷暖房調整
・省エネ設定機器の優先購入

　水道使用量
節水、漏水防止等により平成１６年度比で１２％削減を目指します。

・水栓、蛇口を閉める
・節水コマ使用

・人感センサーによる制御方式の導入
・水圧を下げる

・ 削減行動推進員の設置
・夏場のノーネクタイ、軽装敢行
・定時退庁の奨励，昼休みの消灯
・一斉休業

　ガス使用量
ガスの節約等により平成１６年度比で８％削減を目指します。

・無駄な放熱を防ぐ
・湯沸し器設定温度下げる
・適切な冷暖房期間の設定と遵守

　重油使用量
重油の節約等により平成１６年度比で６％削減を目指します。

・暖房設定温度を２０℃とする

・毎月２回の通勤・通学ノーカーデーを設定
・車以外の通勤・通学の奨励

・エレベータ使用を控える
・冷蔵庫に詰め込みすぎない

・ペーパーレス化
・紙の両面使用推進
・キャンパス緑化

　ノーカーデーの実施

　その他

 変えよう地球に優しい徳大へ　～ 削減行動計画～

削減目標

削減行動計画

（１）温室効果ガスの排出量 （２）温室効果ガスの低減対策（２）温室効果ガスの低減対策

９．温室効果ガスの排出量とその低減対策
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屋上緑化のメリット

●ビルに潤いを与え、訪れる人の

　憩いのスペースとしても活用できる

●樹木の蒸散作用などによって

38.938.9
37.437.4

35.935.9

34.434.4

32.932.9

31.431.4

赤外線熱画像撮影装置
で撮影してみると！！

本学では、蔵本地区で病棟から見える景観への配慮、また省エネルギーの一貫として屋上緑化を実施しま
した。

まとめ
徳島大学生協の取り組み徳島大学生協の取り組み

  Topic  of  The  University  of  Tokushima

徳島大学生協では様々な環境活動を行っています。徳島大学生協では様々な環境活動を行っています。徳島大学生協では様々な環境活動を行っています。徳島大学生協では様々な環境活動を行っています。

環境負荷の低減についての取り組み環境負荷の低減についての取り組み

その他の活動【生協学生委員会】その他の活動【生協学生委員会】

節水システム『アクアクルー節水システム』の導入

グリストラップの洗浄回数の増加
厨房器具の油を洗浄前に拭き取る
給油マットの取り付け
ドレッシングのかけ過ぎ注意の呼びかけ

学内ゴミ拾い活動
広報活動
環境学習会

レジ袋のセルフ化
国産間伐材製の割り箸『ＪＵＯＮ』の利用
県内産カット野菜の購入
廃油リサイクルの取り組み
割り箸・飲み物用紙コップの回収
リサイクル弁当容器の採用『リ・リパック』※
ゴミの分別回収の取り組み

水 使 用 量 の 削 減

水 環 境 へ の 影 響 の 低 減

省 エ ネ ・ 省 資 源 の 推 進

環境保全活動への理解・意識付け

※ リサイクル弁当容器【リ・リパック】の回収方法

生協購買部で販売する弁当にリサイクル弁当容器【リ・リパック】を採用し、使用済みの弁
当容器を回収することで、弁当容器のリサイクルを行っています。リ・リパックは洗浄の手間
が省け、手を汚すことも無く、水質汚染も防げます。平成２０年には容器の回収率は約４４％
となり、目標値である回収率５０％にさらに近づけることができました。

容器の端をパチッと割ります

容器だけ回収ボックスへ
フイルムは燃やしても
ダイオキシンが出ません汚れのついたフイルムをはがします

回収ボックスにポップを付
けたり、ゴミ箱の横に設置
するなど回収に積極的に取
り組んでいます。

常三島キャンパス

写真：株式会社ヨコタ東北ホームページより

エコ生活を始めよう！

１年間続けると…
スギの木　約２６本が
吸収する量と同じ量の
ＣＯ2が削減できます。

（３）屋上緑化について（３）屋上緑化について （４）緑のカーテン普及への協力
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38.9
37.4

35.9

34.4

32.9

31.4

本学では、緑のカーテン事業に取り組む上板町と連携して、緑のカーテン普及へ向け、様々な取り組
みを行っています。

"よしず"と"ゴーヤーカーテン"を使用したミニハウスの室温差の比較や、ゴー
ヤーカーテンに必要な土壌水分量の測定を行い、冷房・水道の使用料金とあわ
せて、省エネ効果やコストについて考察しました。

まとめまとめ
・ゴーヤーカーテンを使うと、室温は外よりも1.8℃低く
なる ( 窓は開放状態 )
・ゴーヤーカーテンを使うと、よしずを使うよりも、室温
が1.6℃低くなる ( 窓は締め切った状態 )
・小さなミニハウスでも、ゴーヤーカーテンの効果がある
・ゴーヤーカーテンの水の使用量は 3  /ｍ2･day

ゴーヤーの花

徳島大学生協の取り組み
徳島大学生協では様々な環境活動を行っています。徳島大学生協では様々な環境活動を行っています。

環境負荷の低減についての取り組み

その他の活動【生協学生委員会】

エコ生活を始めよう！エコ生活を始めよう！
  Topic  of  The  University  of  Tokushima

朝の身支度

バス（２０分）から自転車へ変更

・レジ袋は使わない
・マイお箸持参する

・エアコンはこまめに消す
・７時間⇒３時間（設定２８℃）

昼 の 通 学

ごはん・おやつ

夜の過ごし方
－０.２ｋｇ

－０.１０４ｋｇ

－０.０６２ｋｇ

１年間続けると…１年間続けると…
スギの木　約２６本がスギの木　約２６本が
吸収する量と同じ量の吸収する量と同じ量の
ＣＯＣＯ2が削減できます。が削減できます。

・シャワー１０分削減
・エアコンの設定温度を上げる
　（２６℃⇒２８℃）

－０.６４ｋｇ

出典：環境省「我が家の環境大臣ＥＣＯＦＡＭＩＬＹ　エコライフシミュレーター」

ＣＯ2排出量

ＣＯ2排出量

ＣＯ2排出量

ＣＯ2排出量

　　緑のカーテンデータ化プロジェクト

（３）屋上緑化について （４）緑のカーテン普及への協力（４）緑のカーテン普及への協力
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2.0

計 4.9t
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本学のＳＯｘ，ＮＯｘの排出では、主に重油及びガスの燃焼に伴って蔵本地区及び常三島地区で大気
中へ排出しています。特に蔵本地区では、附属病院において様々な医療機器用にこれらのエネルギーを
使用しています。
尚、常三島地区では、今後大気汚染の低減対策として重油を燃料とした暖房設備を廃止し電気式また
はガス式に変更する計画を検討しています。

ＮＯＸ排出量

ＳＯＸ排出量

（１）ＳＯ（１）ＳＯＸ，Ｘ，ＮＯＮＯＸの排出量とその低減対策の排出量とその低減対策 （２）騒音振動対策

１０．大気汚染１０．大気汚染･生活環境に関わる負荷量と生活環境に関わる負荷量と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 その低減対策その低減対策
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蔵本地区西病棟完成予想図

平成１８～２０年度　徳島大学(医・歯病)西病棟新営その他工事
平成２０年度　　　　徳島大学(南常三島)附属図書館改修工事
平成２０年度　　　　徳島大学(蔵本)医学系総合実験研究棟Ⅳ期等改修

工　　事　　名　　称

本学では、工事などで発生する騒音や振動を低減するため、低騒音･低振動の重機の採用、防音シート
の設置などの対策を実施しています。

  Topic  of  The  University  of  Tokushima

手摺(両側なし)･点状ブロックなし

手摺・点状ブロックなし段差あり

建物全景

玄関スロープ：幅、手摺、勾配、点状ブロック、縁端部の立
上り、踊り場

案内板：点字、外国語表記

身障者用便所：出入口幅、広さ、腰掛便座、非常通報装置、自動水洗、
標識、乳幼児設備、オストメイト対応手摺、非常通報装置、　

身障者用ＥＶ：出入口幅、広さ、身障者用制御装置、点字、
鏡、手摺、音声装置、標識

玄関扉：自動扉、幅、段差 バリアフリー計画の一部

①

～誰もが利用しやすい施設づくり～

平成２０年度実施工事

（１）ＳＯＸ，ＮＯＸの排出量とその低減対策 （２）騒音振動対策（２）騒音振動対策

１０．大気汚染･生活環境に関わる負荷量と
　　　　　　　　　　　　　 その低減対策
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蔵 本 地 区
常三島地区
蔵 本 地 区
常三島地区
蔵 本 地 区
常三島地区

蔵 本 地 区
常三島地区

蔵 本 地 区
常三島地区

アセトニトリル

エチレンオキシド

キ シ レ ン

ク ロ ロ ホ ル ム

ジクロロメタン

12

4 2

6 3

9 5

1 4 5

247.3
―　
585.9 
―　
312.5
―　 

1,349.9
617.7 
344.2
1,017.9

247.0
―  
0.5
―  
312.5 
―   

1,339.8 
615.7 
343.7
1,016.7

0.3 
―　
585.4
―  
0.0
―  
10.1 
1.9 
0.5 
1.2

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

取扱量地　区対象物質名物質
番号 大　気 公共用水域

排　出　量 移　動　量
土　壌 下水道 事業所外への移動

（単位:ｋｇ）

 地  区  
蔵 本 地 区
常 三 島 地 区
そ の 他 地 区
　 　 計 　 　

20台
13台
1台
34台

コンデンサー
3,021.2kg
4,168.4kg
97.0kg

7,286.6kg

安定器
3.0kg
―
―
3.0kg

ＰＣＢ油
―
41kg
―
41kg

その他
16台
― 
― 
16台

微量機器

本学では、「平成２０年度安全衛生管理活動計画」に基づき、以下ような項目を実施し、毒物、劇物
及び化学物質の管理の徹底を図っています。

　平成２０年度の蔵本地区、常三島地区における１００kg以上の化学物質年間排出量及び移動量を調査
しました。その中でも特定第一種指定化学物質取扱量０.５ｔ以上についてエチレンオキシドが該当し、
第一種指定化学物質取扱量１ｔ以上にクロロホルムとジクロロメタンが該当するため、届出を行いました。

　ＰＣＢ廃棄物については、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法に基づ
いて適切に保管し、毎年６月に徳島県等にその状況を届け出ています。

具 体 的 実 施 項 目

・　ＰＲＴＲ法に定める化学物質･有機溶剤の使用量の把握

・　化学物質の管理状況のパトロール

・　ＭＳＤＳの活用　など

　　ＰＣＢ廃棄物の保管状況

（１）化学物質の管理方針とその低減対策（１）化学物質の管理方針とその低減対策
　　　　　　

（４）化学物質の排出量（実験廃液の排出量）
　　

（２）ＰＲＴＲ法に基づく指定化学物質の取扱量（２）ＰＲＴＲ法に基づく指定化学物質の取扱量

（３）ＰＣＢ廃棄物の保管状況（３）ＰＣＢ廃棄物の保管状況

１１．化学物質の排出量・移動１１．化学物質の排出量・移動
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常三島地区

蔵本地区

H20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16

蔵本地区

常三島地区

 地 区 
蔵 本 地 区
常 三 島 地 区
　 計 　

16.1 
10.3 
26.4

17.7 
8.5 
26.2

16.9 
9.8 
26.7

17.3 
9.9 
27.2

18.1 
11.7 
29.8

Ｈ16　　　 Ｈ17　 　　 Ｈ18　　　 Ｈ19        Ｈ20

(年度)

(単位： )

有
機
廃
液
排
出
量
(
）

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0
常三島地区

蔵本地区

H20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16

蔵本地区

常三島地区

 地 区 
蔵 本 地 区
常 三 島 地 区
　 計 　

0.5
2.5
3.0

0.7 
2.8 
3.5

0.6 
2.7 
3.3

0.6 
3.0 
3.6

0.5 
3.4 
3.9

Ｈ16　　   Ｈ17　　 　 Ｈ18　　　 Ｈ19        Ｈ20

(年度)

無
機
廃
液
排
出
量
(
）

(単位： )

16.1

10.3

計 26.4ｋ

0.5

2.5

計 3.0ｋ

0.7

2.8

計 3.5ｋ

0.6

2.7

計 3.3ｋ

0.6

3.0

計 3.6ｋ

0.5

3.4

計 3.9ｋ

17.7

8.5

計 26.2ｋ

16.9

9.8

計 26.7ｋ

18.1

11.7

17.3

9.9

計 29.8ｋ計 27.2ｋ

　本学では、教育・実験・研究などにおいて排出される実験廃液等は、徳島大学特殊廃液処理の手引き
に従って貯め置き、有機廃液は年１２回、無機廃液は年２回、ホルマリン水溶液及び写真廃液はその都
度に収集を行い全面外部委託により運搬及び処理を行っています。本学において多く排出されている代
表的な廃液を掲載しました。

平成２０年度の排出量は約３.９k 、これは昨年度と比較して約８.３％の増加となりました。本学で
発生する無機廃液は適正に処理しています。

平成２０年度の排出量は２９.８k 、これは昨年度と比較して約９.６％の増加となりました。本学で
発生する有機廃液は適正に処理しています。

・　

・　

・　

　　有機廃液の排出量

　　無機廃液の排出量

（１）化学物質の管理方針とその低減対策
　　　

（４）化学物質の排出量（実験廃液の排出量）（４）化学物質の排出量（実験廃液の排出量）
　　　　

（２）ＰＲＴＲ法に基づく指定化学物質の取扱量

（３）ＰＣＢ廃棄物の保管状況

１１．化学物質の排出量・移動
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(年度)
(単位：t)

　 地 区 　
蔵 本 地 区
常 三 島 地 区
　 計 　

321 
5 
326

348 
5 
353

327 
8 
335

334 
4 
338

324
8 
332

Ｈ16　　　Ｈ17　　　 Ｈ18　　 　Ｈ19       Ｈ20
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棄
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（
ｔ
）
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常三島地区

蔵本地区

H20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16

蔵本地区

常三島地区

新蔵地区

　 地 区 　
蔵 本 地 区
常 三 島 地 区
新 蔵 地 区
　 計 　

969 
261 
16

1,246

1,102 
223 
16 

1,341

1,106 
254 
26 

1,386

1,126 
248 
21 

1,395

1,088
178
18

1,284

Ｈ16　    Ｈ17　　　 Ｈ18　　　Ｈ19       Ｈ20

(年度)

(単位：t)

一
般
廃
棄
物
（
ｔ
）

969

261

16

計 1,246t

321

5

計 326t

348

5

計 353t

327

8

計 335t

324

8

計 332t

334

4

計 338t

1,102

223

16

計 1,341t

1,106

254

26

計 1,386t

1,088

178

18

計 1,284t

1,126

248

21

計 1,395t

平成２０年度の産業廃棄物の排出量は２地区において３３２t、これは昨年度より約１.８％減少し
ました。蔵本地区で約３.０％減少しました。常三島地区では増加がありましたが、全体に占める割合
は微量で、また新蔵地区は事務局のため排出はありません。

平成２０年度の一般廃棄物の排出量は全地区において１,２８４t、これは昨年度より約８.０％減少
しました。常三島地区で約２８.２％、新蔵地区で約１４.３％減少しました。

本学での廃棄物は、蔵本地区、常三島地区、新蔵地区より一般廃棄物(燃やせるゴミ・燃やせないゴミ・
資源ゴミ)と産業廃棄物(感染性廃棄物・プラスチック類廃棄物・シャープスコンテナ類廃棄物等)に分類
され排出されています。

　　一般廃棄物

　　産業廃棄物

（１）廃棄物等総排出量（１）廃棄物等総排出量 （１）総排水量

１３．総排水量とその低減対策１２．廃棄物等総排出量とその低減対策１２．廃棄物等総排出量とその低減対策

総
物
質
投
入
量
と

そ
の
低
減
対
策

水
資
源
投
入
量
と

そ
の
低
減
対
策

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
と

そ
の
低
減
対
策

大
気
汚
染
・
生
活
環
境
に

か
か
わ
る
負
荷
量
と

そ
の
低
減
対
策

化
学
物
質
の
排
出
量
・
移
動

廃
棄
物
等
総
排
出
量
と

そ
の
低
減
対
策

徳島大学環境報告書2009



0

200

400

600

800
その他地区

新蔵地区

常三島地区

蔵本地区

H20Ｈ19Ｈ18Ｈ17Ｈ16

蔵本地区

常三島地区
新蔵地区
その他地区

 地 区 
蔵 本 地 区
常 三 島 地 区
新 蔵 地 区
そ の 他 地 区
　 計 　

583
163
3
2
751

597 
160 
3
1
761

512 
146 
4 
1 
663

450 
112 
3 
1 
566

428 
107
3
2
540

Ｈ16　　　  Ｈ17　　　  Ｈ18　  　  Ｈ19        Ｈ20

(年度)

(単位：千ｍ )

排
水
量
(千
ｍ
3 ）

583

163

3
2

計 751千ｍ3

597

160

3
1

計 761千ｍ3

512

146

4
1

計 663千ｍ3

540

107

3
2

計 540千ｍ3

450

112

3
1

計 566千ｍ3

 地  区  

常 三 島 地 区

蔵 本 地 区

基 準 値

場　所
NO.1
NO.2
NO.3
NO.4
NO.5
NO.6
NO.7
－

ｐＨ
7.3 
7.4 
7.5 
7.6 
7.6 
8.0 
7.6 

5.0～9.0

1 
116 
84 
39 
60 
71 
280 
600

ＢＯＤ
2 
66 
59 
32 
45 
50 
119 
－

ＣＯＤ
8 
69 
74 
38 
76 
68 
57 
600

ＳＳ 
1.1
35.5 
35.0 
16.4 
16.5 
26.0 
40.5
240

Ｔ-Ｎ
0.02 
3.8 
2.8 
1.3 
2.0 
2.9 
5.4
 32

Ｔ-Ｐ
(単位：ｍｇ/ )

本学の排水水質検査は年２回実施しています。蔵本地区では公共下水道に接続されている５箇所で
水質検査を行っています。また、常三島地区では公共下水道に接続されている２箇所で行っています。
平成２０年度に実施した結果を記載しています。

本学の排水については、蔵本地区では上水道と井水を併用し、常三島地区及び新蔵地区では上水道を
使用し、公共下水道に排出しています。その他地区については公共下水道が整備されていないため、合
併処理施設を経由して排水路に排出しています。
また、蔵本地区の井水の一部をクーリングタワーに利用し、徳島市下水道の減免措置を受けています。

※　検査結果は６月と１２月の平均を示しています。

　　排水量

　　学内排水水質検査

（１）廃棄物等総排出量 （１）総排水量（１）総排水量

１３．総排水量とその低減対策１３．総排水量とその低減対策１２．廃棄物等総排出量とその低減対策
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全学（蔵本地区・常三島地区・新蔵地区）組織（平成２１年４月１日現在）
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　 学 　 長 　

環境マネジメント推進担当
副学 長 （ 研 究 担 当 ）
環境防災研究センター
施 設 マ ネ ジ メ ン ト 部

副 環 境 管 理 責 任 者
（環境・エネルギー管理委員会　副委員長）

環 境 管 理 責 任 者
（環境・エネルギー管理委員会　委員長）

環境・エネルギー管理委員会
（ 各 部 局 等 代 表 委 員 ）

部 　 局

本学は、本部地区である新蔵地区、工学部、総合科学部等がある常三島地区、医学部、歯学部、薬
学部等及び病院がある蔵本地区の主要地区とその他地区として８地区を有し、主要３地区には学部、
センター、事務局等の部局が配置されています。
徳島大学の環境マネジメントに関する組織・体制は、最高管理者の下に「環境・エネルギー管理委
員会」と各部局等で構成されており、各部局等にはユニット責任者が配置されています。「環境・エ
ネルギー管理委員会」は環境管理責任者、副環境管理責任者、各部局から選出された委員で構成され
た環境に関する事項を審議する委員会です。

　　組織体制

（１）環境マネジメントシステムの積極的な推進（１）環境マネジメントシステムの積極的な推進
　　　　　　

（２）従業員教育

１４．環境管理の推進１４．環境管理の推進
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　９月２５日
　７月２４～２５日
１１月１２～１３日
　２月１６日
　３月１３日
　３月１９日
　３月１９日

サンポートホール高松
茨城県立県民文化センター
琉球大学
徳島県立工業技術センター
岡山商工会議所
徳島県庁
徳島県庁

省エネルギー実施事例発表四国大会
第２４回大学等環境安全協議会技術分科会
第２６回大学等環境安全協議会総会・研修会
改正省エネ法説明会
改正温対法説明会
環境配慮契約法基本方針説明会
徳島県地球温暖化対策推進条例説明会

名　　称 場　　所 日　時

「ガレリア新蔵」は、日亜会館の1階にあります。展示室では徳
島大学の沿革や各種の特別展を開催しているほか、ギャラリーフロ
アーは学生や一般の方にも展示や催しなどにご利用いただけます。

  Topic  of  The  University  of  Tokushima

本学では、ＰＤＣＡサイクルに基づいた環境保全活動を実施し、継続的改善を図ると共に、環境へ
の取り組みの定着を目指します。

本学では、環境に関する様々な講演会、研修会に参加して、従業員の環境に関する知識・意識の向
上に努めています。

　　ＰＤＣＡサイクル

（１）環境マネジメントシステムの積極的な推進
　　　

（２）従業員教育（２）従業員教育

１４．環境管理の推進
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ボイラー・自家発電設備の運転に伴うＳＯＸ、ＮＯＸ、ばいじん等の
排出管理

キャンパス内から公共水域への排水の管理

自家発電設備・建設工事に伴う騒音の発生抑制

自家発電設備・建設工事に伴う振動の発生抑制

研究施設等からの悪臭の発生防止

キャンパス内で使用する化学物質の環境への排出管理

毒物及び劇物の適正な管理

焼却炉は平成１１年に全て廃止

教育・研究活動によって発生する廃棄物の適正な管理
産業廃棄物管理票公布等の管理（マニフェスト）

第一種エネルギー管理指定工場(蔵本地区)・第二種エネルギー管理指定
工場(常三島地区(工学部地区）)におけるエネルギーの使用の合理化

ＰＣＢの適正な管理、処理計画及び早期登録

公害防止、生活環境への負荷の低減

大気汚染防止法

水質汚濁防止法、瀬戸内海環境保全特別措
置法、徳島市下水条例

ダイオキシン類対策特別措置法

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

エネルギーの使用の合理化に関する法律

ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の
推進に関する特別措置法

徳島県生活環境保全条例

騒音規制法

振動規制法

悪臭防止法

特定化学物質の環境への排出量の把握及び
管理の改善の促進に関する法律

毒物及び劇物取締法

法 令 の 名 称 関 係 す る 主 な 事 業 活 動

本学では、教育・研究活動において環境に関する法令や地方自治体の条例等を遵守しています。

  Topic  of  The  University  of  Tokushima

薬用植物園では、有用植物や絶滅危惧植物の保存、情報発信によ
る植物保有情報基地の形成、研究の推進および研究用試料の提供な
どを行い、地域社会への貢献を図っています。

○徳島県絶滅危惧植物・希少植物の保全のための研究
○有用植物の栽培とその機能成分の解明のための研究
○薬用植物園の一般開放・草木染め体験の実施による地域への情報提供

平成２０年度の取り組み

２００８年１１月に新たに造成した
ロックガーデン

モモイロカンアオイ

ナカガワノギク

オキナグサ

スズカケソウ

　　環境に関する法規制等遵守の状況

（３）（３）法規制等の遵守法規制等の遵守 （４）グリーン購入・調達等の状況
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紙類（8）

文具類（81）

オフィス家具等（10）

ＯＡ機器（17）

家電製品（5）

ｴｱｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ等（3）

温水器等（4）

照明（5）

自動車等(5)

消火器(1)

制服・作業服（2）

インテリア・寝装寝具（10）

作業手袋（1）

その他繊維製品（3）

役務（9）

コピー用紙等(kg)

ボールペン等（本）

消しゴム･テープ等(個)

ファイル等(冊)

封筒等(枚)

椅子･机等(脚･台･連･個)

コピー機等(台)

メディア等(個)

電気冷蔵庫等(台)

ｴｱｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ等(台)

電気給湯器等(台)

照明器具(台･本･個)

一般公開車用タイヤ(本)

消火器(本)

制服・作業服(着)

タイルカーペット等(ｍ2)

ベッドフレーム(台)

カーテン･ふとん等(枚)

作業手袋(組)

集会用テント(台)

ブルーシート(枚)

印刷･輸配送等(件)

分　　野 適　　用

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

100%

129,837

26,228

22,031

44,129

8,330

4,923

4,517

33,293

68

15

4

9,265

8

5

2,042

54

2

48

1,709

10

6

12,182

127,784

26,228

20,823

43,704

7,708

4,910

4,517

33,293

61

15

4

7,513

8

5

1,912

0

2

48

332

10

3

12,078

目標値 総調達量 特定調達量

98.4%

100.0%

94.5%

99.0%

92.5%

99.7%

100.0% 

100.0% 

89.7% 

100.0% 

100.0% 

81.1% 

100.0% 

100.0% 

93.6% 

0.0% 

100.0% 

100.0%

19.4% 

100.0% 

50.0% 

99.1%

目標達成率

※　(  ）内数字は種類数を示す。

調達方針において、基準を満足する調達量の割合で目標設定を行う品目については、全て１００％
を目標としておりましたが、一部の品目において機能・性能上の必要性から判断の基準を満足する物
品を調達できませんでした。

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律(平成１２年法律第百号。以下「法律」という。)
第８条第１項の規定に基づき、平成２０年４月１日付け国立大学法人徳島大学における「環境物品等の
調達の推進を図るための方針」を策定し、環境物品等の調達を推進しています。

環境物品の選択に当たっては、エコマークの認定を受けている製品、またはこれと同等のものを調
達するよう努めました。ＯＡ機器、家電製品については、より消費電力が小さく、かつ再生材料を多
く使用しているものを選択しました。

環境物品等の調達の推進に当たって、できる限り環境への負荷の少ない物品等の調達に努めること
とし、環境物品等の判断基準を超える高い基準のものを調達すること、また、グリーン購入法適合品
が存在しない場合についても、エコマーク等が表示され、環境保全に配慮されている物品を調達する
ことについて配慮しました。
物品等を納品する事業者、役務の提供事業者、公共工事の請負事業者に対して事業者自身が、環境
物品等の調達を推進するように働きかけました。

　　特定調達品目の調達状況

　　特定調達品目以外の環境物品等の調達状況

　　その他の物品、役務の調達に当たっての環境配慮の実績

（３）法規制等の遵守 （４）（４）グリーン購入・調達等の状況グリーン購入・調達等の状況
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全学共通教育センターでは、大学への導入的教育や幅広い学問分野の知識の享受、基盤となる能力の
養成を行います。ここでは基礎的な教養としての環境教育が行われています。

人間と生命（生物と環境）

人間と生命（環境問題などと科学者・マスコミ －各種の情報に惑わされない為の基礎知識－）

生活と社会（地球環境問題）

生活と社会（国際化と環境問題）

自然と技術（第四紀の自然環境）

自然と技術（環境科学入門　－人間と地球の調和を目指して－）

自然と技術（環境・食品安全と健康）

自然と技術（化学と技術　－生きている化学はおもしろい－）

自然と技術 (日本の植物の多様性)

自然と技術 (地域の環境と防災)

自然と技術（ゼミナール「自然環境と分析科学」）

自然と技術 (資源と環境のはなし)

自然と技術 (環境科学入門～人間と地球の調査を目指して～)

共創型学習 (地域のボランティアリーダーたちと語ろうⅡ)

薬学部（環境を考える）

■　自然と技術(環境科学入門～人間と地球の調和を目指して～)

地球環境問題や公害問題の現状と取り組み、またその将来に関する講義です。様々な最新データや考
え方を紹介し、科学的・合理的な環境観や柔軟な判断力を育てることを目的としています。講義はあく
までも様々な観点の提示で、どのように認識・判断・行動するかは受講者に委ねています。

＝講義内容の一部＝

  ○ 地球環境問題や公害問題とはどういうことなのか 

  ○ どのような豊かさを求めるか 

  ○ 人口を支える水と食糧は得られるか 

  ○ 環境の負の遺産は修復できるか 

  ○ リサイクルは地球を救えるか 

  ○ 地球環境問題は解決できるか 

 

リサイクルで紹介した新エネルギー技術

本学では、豊かで健全な未来社会に向けた人材の育成、研究による社会貢献を目標に日々努力しています。
ここに本学で実施している環境教育と環境に関連する研究データの一部を紹介いたします。

　　　　教育

　　

　　

（１）（１）全学共通教育センター全学共通教育センター

（２）総合科学部・大学院

１５．環境に配慮した教育と研究１５．環境に配慮した教育と研究

徳島大学環境報告書2009

総
排
水
量
と

そ
の
低
減
対
策

環
境
管
理
の
推
進

環
境
に
配
慮
し
た

教
育
と
研
究

そ
の
他
の
環
境
保
全
活
動

社
会
的
な
取
り
組
み

資
料
編



環境問題に携わる人材の育成を目的に環境教育を行っています。
平成１８年～平成２０年度には、文部科学省現代的教育ニーズ取り組み支援プログラム（現代ＧＰ）の
一環として、学部共通科目として「現代ＧＰ環境教育プログラム」、「現代ＧＰ体験ゼミ」などの講義を
実施し、持続可能な社会につながる環境教育の推進を図りました。

徳島大学の中で唯一の人文・社会科学並びに基礎自然科学を中心とする学部であることを活かして、
環境分野の研究においても専門性を高めつつ、｢総合的研究｣の実現に力を注いでいます。

現代GP環境教育プログラムⅠ

現代GP環境教育プログラムⅡ

現代GP体験ゼミ

化学と人間

基礎ゼミナール

環境社会学研究

地域政策論Ⅰ

環境政治学Ⅰ

環境政治学Ⅱ

地球科学の基礎

化学環境制御論

四国源流域の山岳冬季水質

一級河川の源流水質

海水中の超微量有害元素の高感度モニタリング手法

ナノ構造解析によるVOC吸着材によるエコ対策

ナノ多孔体によるメタンガス吸着特性評価

環境分析技術法

地球科学の基礎

物資分析法Ⅱ

物質科学基礎実験IV　

物質科学実験III

環境適応学Ⅰ

生態学

系統分類学Ⅰ

系統分類学Ⅱ(流域圏環境生態学)

環境分析技術法

細胞情報学II

■　現代ＧＰ 環境教育プログラムⅡ

豊饒な流域を形成する四国三郎吉野川の下流から源流において、野外実習を実施しました。
社会基盤の必須条件である水資源の保全のための自然科学的知識を体験学習し、教室での座学と組み合
わせて環境と共生するための力を深めることを目的としました。

＝実習内容＝

  ○ 植物を中心とした自然観察

  ○ 地形の体験を中心とした徒歩実習

  ○ フィールドワーク

  ○ 現地での水質分析など

　　

　　　　教育

　　　　研究

（１）全学共通教育センター

（２）総合科学部・大学院（２）総合科学部・大学院

１５．環境に配慮した教育と研究
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社会の要請･状況にあわせて「ものつくり教育」、「人間力教育」に力点を置いた幅広い教育を行っ
ています。また、環境分野では、工学技術をとおして環境問題やエネルギー問題、食糧問題を解決でき
る人材の育成を目指し、様々な環境教育を実施しています。
工学部6学科で、日本技術者教育認定機関(JABEE)から国際レベルの技術者教育プログラムとして認定
を受けています。

環境を考える

生態系の保全

資源循環工学

環境生態学

緑のデザイン

もの作り創造材料学

建設基礎セミナー（生態系修復論／環境計画学／材料入門／森林の水環境）

防災化学

環境化学

触媒工学（触媒化学／環境化学）

生物環境工学

環境化学

エコシステム工学

化学環境工学特論

環境システム工学特論

■　地球温暖化防止に貢献する交通施策の提案

温室効果ガスの主要因である運輸部門の二酸化炭素排出量削減に向けて、特に通勤の自動車交通を
対象とした交通施策の効果について研究を進めています。
交通手法の転換促進に向けた補助金支給、自動車による通勤者への通勤手当削減などの施策につい
て、アンケート調査の結果からの効果を分析等を行っています。

現
状
の
９
０
％

現
状
の
８
０
％

現
状
の
７
０
％

現
状
の
６
０
％

現
状
の
５
０
％

現
状
の
４
０
％

現
状
の
３
０
％

現
状
の
２
０
％

現
状
の
１
０
％

　
現
状
の
０
％

　
　
　
不
可
能

非常に賛成
5.3％

やや賛成
19.4％

どちらでもない
25.8％

やや反対
27.6％

非常に反対
20.5％

無回答
1.4％

徒歩
自転車
バス･ＪＲ

％

通勤手当削減策に対する賛否意識 通勤手当削減割合による転換割合（累積）

　　　　教育 　　

（３）工学部・大学院（３）工学部・大学院
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工学部では、学科や専攻の枠を越えて視野の広い研究ができる体制をとっています。
材料、情報、環境、エネルギーの分野で世界的に活躍するグループ、多くの企業との教育研究を活発
に進めるグループ、地域企業･行政との共同研究などで活躍するグループなど、環境分野においても多
様な研究活動を高いレベルで行っています。

産業副産物の海域環境での適用性

シリカに着目した吉野川流域と那賀川流域における水質特性

ゴーヤー・カーテンの室温上昇抑制効果に関する研究

大気中エアロゾルの元素特性評価

天然水中貴金属イオンの抽出

都市環境中白金属元素回収および定量法の検討

水圏環境中銅の酸化還元化学種形態別定量

環境浄化をめざした可視光応答型光触媒の開発

触媒充填型パラジウム膜反応器を用いた水素製造

鉄鋼製造プロセス適合型アンモニア性窒素回収－再生プロセスの開発

ヒドロキシアパタイト薄膜を用いた水溶性重金属の回収－再生プロセスの開発

水溶性重金属の回収と再資源化に関する研究

地球温暖化防止に貢献する交通政策の提案

■　生態系管理工学研究室

生態系管理工学研究室では「人と生き物が共存し、多様な生き物で賑わう持続可能な社会づくり」
を目的として活動しています。生物多様性緑化システム、鳥類データの集約と生息適地推定やマング
ローブ林の効率的な保全･再生手法の提案など、生態系に関する多様な研究を進めています。

　　 　　　　研究

（３）工学部・大学院
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医学部、薬学部、歯学部では、専門性の高い分野の中で、幅広い知識、技術、倫理を持つ柔軟性の
高い専門家の育成を目指し、教育を行っています。
環境分野では、各学部の高い専門領域の中で、環境科学関連の基本的事項の理解をすすめるために、
予防医学などの見地から環境教育を行っています。

未来の技術の進歩、国民の健康の増進に寄与するため、個性的な研究を行っています。

医学部　　　社会医学／予防医学・公衆衛生学

　　　　　　衛生学

　　　　　　環境衛生学

　　　　　　保健環境学実習

　　　　　　保険学概論

薬学部　　　環境薬学

　　　　　　衛生化学実習

歯学部　　　衛生学/公衆衛生学講義

　　　　　　予防歯科学実習

医学部　　　ダイオキシン類をはじめとする化学物質の人への蓄積量調査

　　　　　　環境カドミウム曝露のヒト末梢血球細胞における遺伝子発現への影響　　　　　　

　　　　　　環境大気中のラドン子孫核種の放射能濃度と鉛元素濃度の相関解明

薬学部　　　病院環境における微生物の分布に関する研究

　　　　　　環境中過塩素酸イオンの動態

　　　　　　還元性硫黄化合物測定方法の検討

　　　　　　微量ガス/エアロゾル成分連続捕集器の開発

　　　　　　水試料中の界面活性剤の定量を目的としたフローインジェクション分析法の研究

　　　　　　水試料中のリンの定量を目的とした振幅変調フロー分析法の研究

　　教育

　　　　研究

（４）医学部・薬学部・歯学部・大学院・専攻科（４）医学部・薬学部・歯学部・大学院・専攻科
　　　　　　

（５）「豊饒な吉野川を持続可能とする共生環境教育」
　　　　

■　環境中過塩素酸イオンの動態

過塩素酸イオンは甲状腺ホルモンの生
産を阻害し、神経障害を引き起こす可能
性がある物質です。近年、日本の牛乳に
含まれる過塩素酸イオンの平均濃度が、
米国に比べて2倍近く高いことが報告さ
れていますが、その原因は不明です。本
研究は、様々な環境試料中の過塩素酸イ
オン濃度を測定できるシステムを構築し、
日本における過塩素酸イオンの拡散状況
を解明すること試みています。

日本固有の発生源が存在：大気中で生成（海塩粒子の影響）？

過塩素酸イオンの摂取は甲状腺ホルモンの生産を阻害する可能性
日本の牛乳中の過塩素酸イオン濃度は米国に比べ２倍近く高い

予想される過塩素酸イオンの汚染源／発生源

日　本日　本
・点火剤
・大気中で塩素より生成
・？

米　国米　国
・燃焼推進剤
・窒素肥料
・大気中で塩素より生成
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本学では、「持続可能な開発のための環境教育」Education for Sustainable Development = ESD)
として、文部科学省の教育助成を受けて平成１８年度～２０年度に現代ＧＰ「豊饒な吉野川を持続可
能とする共生環境教育」を実施しました。
吉野川は良質で豊富な水量を湛え、豊饒な恵みを我々に与えています。しかし、水源である山地は
放置された状態となっているところが多く、下流域の
水質悪化なども問題です。吉野川流域の自然環境、水
質などを学び、体験する中で、豊かな自然と地域発展
を共存共栄できる社会づくりに向けた市民、ＮＰＯ、
人材の育成に取り組みました。

　　

（４）医学部・薬学部・歯学部・大学院・専攻科
　　　

（５）「豊饒な吉野川を持続可能とする共生環境教育」（５）「豊饒な吉野川を持続可能とする共生環境教育」
　　　　　　　　

日　本 米　国

「単なる知識の取得や理解にとどまらず、自ら行動できる人材、即ち人間と環境との関わりについ
ての正しい認識に立ち、自らの責任ある行動をもって持続可能な社会づくりに主体的に参画できる人
材」の育成

① 人間と環境の関わりに関するものと、環境に関連する人間と人間との関わりに関するもの、その両方を学
ぶこと 
② 環境に関わる問題を客観的かつ公平な態度でとらえること 
③ 豊かな環境とその恵みを大切に思う心を育むこと 
④ 命の大切さを学ぶこと

　　基本理念

　　カリキュラム

持続可能な開発のための環境教育(ＥＳＤ) カリキュラム修了

発展型環境総合プログラム

物質･環境コース開設科目
生命・環境コース＆数理・情報コ－ス開設科目
人間社会学科開設科目

総合人間学プログラム

体験型基礎ゼミ・科学と人間・大学と福祉・健康と福祉
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国
道　

号
線

11

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

総合科学部２号館

体育館

運動場

徳島バス
徳島大学前

徳島バス
徳島大学前

市営バス
徳島大学前

総合科学部３号館

総合科学部１号館

池

共通教育４号館

学生会館･生協

第1食堂

プール

池

池
図書館

電気電子棟

建設棟

建設系実験室

共通講義棟

総合研究実験棟

光応用棟 創成学習
開発センター

機械
実習棟

高度情報化
基盤センター

機械棟
産学官連携プラザ

知能情報１号館

知能情報２館

化学･生物棟

第２食堂 工業会館

テニスコート

共通教育５号館
保健管理センター

共通教育６号館
大学開放実践センター

出入口

出入口

池

池

本学のキャンパスでは、エコキャンパスの推進を大学理念の一つである「地域に生き世界へ伸びる（社
会貢献）」を具体化するためのトップマネジメントと位置づけ、地球環境の保全に積極的に取り組みま
す。また、省エネルギー、省資源等を推進し、エコキャンパスの実現を図るため、施設整備の取り組み
を行います。

１．環境への負荷を低減させる設計・建設とする。
２．耐久性やフレキシビリティーに配慮する。
３．自然エネルギーを有効活用する。
４．新エネルギー活用に向けての資料収集をする。

南常三島図書館南常三島図書館共通教育５号館共通教育５号館

　共通事項以外の環境配慮
【電気】高効率型変圧器導入

　共通事項以外の環境配慮
【電気】電気室の統廃合

保健学Ｃ棟（旧第５病棟） 医学臨床Ａ棟・病院

本年度実施した改修工事における共通した環境配慮

【建築】　　屋上外断熱材採用，外壁面の内壁に断熱材採用
【電気】　　Ｈｆ照明設備，共通部分を人感センサーによる照明制御
【機械】　　ＧＨＰ空調機・ＥＨＰ空調機の採用
　　　　　　　共通部分の洗面器及び小便器の人感センサーによる水道制御、空調換気扇導入

　　常三島地区

（１）徳島大学エコキャンパス（１）徳島大学エコキャンパス

１６．その他の環境保全活動１６．その他の環境保全活動
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Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ＰＰ
Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ
Ｐ

市営バス
徳島大学前

国道　１９２号線 出入口
出入口

長井記念ホール

薬学部
大塚講堂 図書館

（蔵本分館）

歯学部・歯科診療棟歯学部

医薬創製教育研究棟

蔵本会館・生協

テニスコート

体育館

東病棟

看護師宿舎

維持管理
センター

第３病棟
（工事中）

中央診療棟臨床講義棟

共通講義棟

西病棟

運動場

保健学Ａ棟

保健学Ｂ棟

保健学Ｃ棟

青藍会館

青藍講堂

医学臨床Ａ棟・病院

救急診療棟

外来診療棟

栄養学科実験研究棟

アイソトープ
総合センター

疾患ゲノム研究
センター

疾患酵素学
研究センター

動物実験施設

医学基礎Ａ棟

医学基礎Ｂ棟

南常三島図書館共通教育５号館

　共通事項以外の環境配慮
【建築】屋上緑化
【電気】電気室の統廃合

保健学Ｃ棟（旧第５病棟）保健学Ｃ棟（旧第５病棟）

　共通事項以外の環境配慮
【電気】高効率型変圧器導入

医学臨床Ａ棟・病院医学臨床Ａ棟・病院

　　蔵本地区（１）徳島大学エコキャンパス

１６．その他の環境保全活動
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写真

研究成果を広く社会に公開し、研究活動に対して理解を深めていただ
くとともに、地域企業へのシーズの提案を目的に「第８回エンジニアリ
ングフェスティバル　２００８」を開催しました。平成２０年度は、「環
境技術・エネルギー技術・バイオ技術」を重点テーマに設定し、２１件
を出展するとともに、「医工連携・防災」をテーマに３件、研究部研究
プロジェクトの成果を１０件、その他一般の研究成果等を１１件の合計
４５件を展示しました。学内外から約３００人の参加がありました。

教員や学生からなるＴＯＰプランナーズのメンバ
ーが中心となり、常三島キャンパスの屋外空間の魅
力向上を目指し、活動を行っています。平成１９年
１月より実施された学長裁量経費プロジェクト「南
常三島キャンパスプランづくりワークショップ」を
舞台として、南常三島のオープンスペース（建物以
外の空間）の将来計画について、平成２０年３月に
マスタープランを成果として取りまとめました。

ポスター展示会場の様子

（２）第８回エンジニアリングフェスティバル２００８　　（２）第８回エンジニアリングフェスティバル２００８　　

（３）徳島オープンスペースプロジェクト（ＴＯＰ）プランナーズ（３）徳島オープンスペースプロジェクト（ＴＯＰ）プランナーズ

（４）学生たちの自主的活動

（５）環境報告書等
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【２００８年９月発行】【２００７年９月発行】【２００６年９月発行】

本学では、学生たちがボランティア活動の一環として、様々
な環境保全活動の取り組みに積極的に参加しています。
吉野川の環境保全活動「アドプト・プログラム吉野川」も

その内の１つで、地域に暮らす人たちが自分たちの手でかけが
えのない吉野川を守ろうというボランティア活動です。
平成２０年度は、工学部で１３１人、総合科学部で約２０

人が活動に参加しました。

２００５年４月の環境配慮促進法の施行に伴い、２００５年度より徳島大学の環境における取
り組みを環境報告書として取りまとめ、公表しています。本年度は第４回目の発行となります。

ホームページからも閲覧できます　URL  http://www.tokushima-u.ac.jp/

■　施設カルテプロジェクト
案内の発行とシステムの運
用開始(平成２１年３月）

■　豊饒な吉野川を持続可能とす
る共生環境教育成果報告書の
発行（平成２１年３月）

■　徳島大学の施設マネジメント
に関するＱ＆Ａの発行

　　(平成２１年６月Ver.５)

　　環境報告書の発行

　　その他

　　アドプト・プログラム吉野川（２）第８回エンジニアリングフェスティバル２００８　　

（３）徳島オープンスペースプロジェクト（ＴＯＰ）プランナーズ

（４）学生たちの自主的活動（４）学生たちの自主的活動

（５）環境報告書等（５）環境報告書等
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ガイドライン記載項目 該当頁 記載のない場合の理由 
基本的項目(BI)

　(BI-1)経営責任者の緒言

　(BI-2)報告にあたっての基本的要件

　(BI-3)事業の概況(経営指標を含む)

　(BI-4)環境報告の概要

　(BI-5)事業活動のﾏﾃﾘｱﾙﾊﾞﾗﾝｽ（ｲﾝﾌﾟｯﾄ、内部循環、ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ）

環境マネジメント等の環境経営に関する状況(MPI)

　(MP-1)環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの状況

　(MP-2)環境に関する規制の遵守状況

　(MP-3)環境会計情報

　(MP-4)環境に配慮した投融資の状況

　(MP-5)ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ等の状況

　(MP-6)ｸﾞﾘｰﾝ購入・調達の状況

　(MP-7)環境に配慮した新技術、DfE等の研究開発の状況

　(MP-8)環境に配慮した輸送に関する状況

　(MP-9)生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用の状況

　(MP-10)環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの状況

　(MP-11)環境に関する社会貢献活動の状況

　(MP-12)環境負荷低減に資する製品・ｻｰﾋﾞｽの状況

事業活動に伴う環境負荷及びその低減に向けた取り組みの状況(OPI)

　(OP-1)総ｴﾈﾙｷﾞｰ投入量及びその低減対策

　(OP-2)総物質投入量及びその低減対策

　(OP-3)水資源投入量及びその低減対策

　(OP-4)事業ｴﾘｱ内で循環的利用を行っている物質量等

　(OP-5)総製品生産量又は総商品販売量

　(OP-6)温室効果ｶﾞｽの排出量及びその低減対策

　(OP-7)大気汚染、生活環境に係る負荷量及びその低減対策

　(OP-8)化学物質の排出量、移動量及びその低減対策

　(OP-9)廃棄物等総排出量、廃棄物最終処分量及びその低減対策

　(OP-10)総排水量等及びその低減対策

環境配慮の経営との関連状況(EEI)

　(EEI)「環境配慮と経営との関連状況」を表す情報･指標

社会的取組の状況(SPI)

　(SPI)「社会的取組の状況」を表す情報･指標

２ 

１

４～７

８～２５

１０～１１

３･２６～２７

２８

―

―

―

２９

３０～３４

―

３３

３９

３８～３９

―

１２～１３

１４

１５

―

―

１６～１９

２０～２１

２２～２３

２４

２５

―

４０～４１

環境保全対策の経済効果が不明なため

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

環境省「環境報告ガイドライン２００７年版」との対照表

　　

　　

　　

（１）ガイドラインとの比較（１）ガイドラインとの比較 （２）その他の活動一覧

１８．資料編１８．資料編
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テ　ー　マ 主 催 者

環境関連

工 学 部

薬 学 部

｢ＣＯ2問題と四国の水｣ 第１回特別講演

｢温暖化、どうなる地球、どうする徳島-交通から考える-｣ 講演

環境学講座 ｢『交通から考える』低炭素型交通体系｣ 講演

とくしま環境学講座 ｢地球温暖化問題と私たちの生活｣ 講演

｢地球温暖化の影響と防止に向けた取組｣ 講演

｢ストップ！地球温暖化｣ 講演

徳島県環境審議会

とくしま環境ビジネス交流会

徳島県リサイクル認定制度検討審査会

徳島県環境影響評価審査会

徳島県環境審議会

徳島県公害審査委員(候補者)

徳島県自動車廃棄物認定委員会

徳島県廃棄物処理施設設置専門委員会

徳島市廃棄物処理施設設置専門委員会

現代ＧＰ環境科学教育フォーラム

現代ＧＰ体験教室Ⅱ ( 吉野川体験教室 )

自治体との共同研究　農地（棚田）保全に関する共同研究

自治体との共同研究  緑のカーテンの効果に関する調査研究

人工呼吸セミナー

心肺蘇生講義

消防学校での講義

産学連携　高等学校心肺蘇生講習

徳島市医師会糖尿病市民公開講座

０５０健康マラソン

歩いて学ぶ糖尿病ウォークラリー

糖尿病フォーラム徳島２００８

徳島ピンクリボン集会

公開講座　　とくしま環境学講座「地球温暖化の現状と対策を考える」

公開授業　　地球は９０億人を養えるか ―世界の人口問題―

徳島地盤工学会

とくしま環境県民会議

とくしま環境科学機構

徳島県消費者大学校・とくしま環境学講座

ＪＩＣＡ青年研修

阿南市女性協議会

大 学 開 放
実践センター

医 学 部

総合科学部

工 学 部

テ　ー　マ

活 動 内 容部局名

　　　　地域社会との連携

　　　　社会活動

　　　　講師派遣

（１）ガイドラインとの比較 （２）その他の活動一覧（２）その他の活動一覧

１８．資料編
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裏表紙について

■学章
本学の学章が平成１３年１０月１９日の評議会において、制定されました。
学章は、ＵＮＩＶＥＲＳＩＴＹとＴＯＫＵＳＨＩＭＡの頭文字であるＵとＴを基調としてデザインされています。
背面に配置された四角形は、徳島大学の位置する四国を示しています。Ｕの重なりは、大学の学術と教育の成果が地域や国際
社会の発展に貢献し、知と文化がこだまのように継承されていく姿を象徴しています。
全体の色調は、四国を発して世界に羽ばたく人材を生み出す悠久の流れを象徴する吉野川と、若人の夢を象徴する徳島の青い
空、青い海、さらには徳島の誇る特産物である藍の色などをイメージしています。
　
■認定マーク
徳島大学は、学校教育法第６９条の３第２項の規定による「大学機関別認証評価」を受け、「大学評価基準を満たしている」と
認定されました。（平成１９年３月２８日）
・認定評価機関：独立行政法人大学評価・学位授与機構
・認定期間：７年間（平成１９年４月１日～平成２６年３月３１日）

（３）徳島大学環境報告書２００９を読んで（３）徳島大学環境報告書２００９を読んで

キャンパスマップ
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くらもと さこ

とくしま

あわとみた

にけんや

眉　山

この環境報告書は、ホームページでも公開してます。

http://www.tokushima-u.ac.jp/

国立大学法人徳島大学
徳島大学施設マネジメント部管理運営課
〒770-8051　徳島市新蔵2丁目24番地

TEL.088-656-9964／FAX.088-656-7067

お問い合わせ先

（３）徳島大学環境報告書２００９を読んで

キャンパスマップキャンパスマップ
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